
説明文の要旨をえらぼう
小5／文章を読んで、筆者がいちばん伝えたいこと（要旨）を1つえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　食品ロスを よんで、この文章の要旨として、もっとも正しいものを1つえらびましょう。
まだ食べられるのにすてられる食品を「食品ロス」という。食品ロスと聞くと、売れ残りをすてる店や工場を思
いうかべる人が多い。しかし、日本の食品ロスのおよそ半分は、家庭から出ている。買いすぎや作りすぎ、食べ
残しが重なっているのだ。食品ロスをへらすかぎは、わたしたちの台所の中にもある。

1 食品ロスのおよそ半分は、店や工場から出ている。

2 食品ロスの大部分は、店や工場から出ている。

3 食品ロスの大部分は、家庭から出ている。

4 食品ロスのおよそ半分は、家庭から出ている。

2　持久走を よんで、この文章の要旨として、もっとも正しいものを1つえらびましょう。
持久走の大会で、はじめから前の人について全力で走った。ところが、半分をすぎたころには息が上がり、最後
は歩きそうになるほど苦しかった。次の年は、決めた速さを最後まで守って走った。すると、ゴールまで楽に走
り通せた。ただ、記録は前の年とほとんど同じだった。

1 長いきょりは、同じ速さで走り通すと楽に走れる。

2 長いきょりは、はじめに前に出ておくと記録がのびる。

3 長いきょりは、はじめに前に出ておくと楽に走れる。

4 長いきょりは、同じ速さで走り通すと記録がのびる。

3　学級会を よんで、この文章の要旨として、もっとも正しいものを1つえらびましょう。
学級会で反対意見が出ると、つい言い返したくなる。この前は、まず「どうしてそう思うの」と理由をたずねて
みた。すると、反対していた人は、雨の日は体育館を使えると知らなかっただけだと分かった。そのことを伝え
ると、計画は一つも変えずに、話し合いはすぐにまとまった。

1 反対意見は、すぐに言い返すと、早く話がまとまる。

2 反対意見は、理由をたずねると、早く話がまとまる。

3 反対意見は、すぐに言い返すと、計画がよりよくなる。

4 反対意見は、理由をたずねると、計画がよりよくなる。

4　晴れとくもりを よんで、この文章の要旨として、もっとも正しいものを1つえらびましょう。
空に雲が多いと、くもりだと思いがちだ。しかし、天気の決め方では、空全体を十として、雲が八までなら「晴
れ」とする。雲が九以上になって、はじめて「くもり」になるのである。雲が広がっていても、すき間から青空
がのぞいていれば、それは晴れなのだ。

1 雲の量で天気を決めるときは、目で見て数える。

2 雲が空の半分をこえたら、天気はくもりとよばれる。

3 雲が空の多くをおおっていても、晴れのことがある。

4 雲がほとんどない空の天気は、快晴とよばれる。



説明文の要旨をえらぼう【こたえ】
小5／文章を読んで、筆者がいちばん伝えたいこと（要旨）を1つえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

答えと、たしかめるところ

1　答え：4
店や工場を思いうかべる人が多いが『日本の食品ロスのおよそ半分は、家庭から出ている』とあり、
かぎは『台所の中にもある』とまとめています。

2　答え：1
全力で前に出ると『最後は歩きそうになるほど苦しかった』。決めた速さを最後まで守ると『楽に走
り通せた』。記録は『ほとんど同じだった』とあります。

3　答え：2
理由をたずねると、知らなかっただけだと分かり『計画は一つも変えずに、話し合いはすぐにまとま
った』とあります。

4　答え：3
雲の量が『八までなら「晴れ」』とあり、『雲が広がっていても…それは晴れなのだ』とまとめてい
ます。雲が半分をこえてもくもりではありません。

読み取るコツ
「しかし」「ところが」のあとに書かれた結果から、筆者の考えをつかみます。


